
原
、
上
矢
作
町
を
中
心
に
、
最
大
震
度
が

６
弱
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
震
の
市
内
の
被
害
状
況
は
、
左
上

の
表
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
活
断
層
は
、
右
上
の
図
の
よ
う

に
、
市
内
に
赤あ

河こ
う

断
層
や
屏

び
ょ
う

風ぶ

山や

ま

断
層
、

恵
那
山
断
層
の
３
つ
が
走
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
過
去
に
動
い
た
形
跡
が
認
め

ら
れ
る
活
断
層
で
す
。
こ
の
う
ち
の
ど

れ
か
が
動
け
ば
、
市
内
は
直
下
型
で
最
大

震
度
７
の
地
震
が
発
生
す
る
恐
れ
が
十
分

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
被
害
は
、
複
合
型

東
海
地
震
の
想
定
を
大
き
く
上
回
る
こ
と

も
想
像
で
き
ま
す
。

地
震
に
向
け
減
災
の
準
備
を

　

防
災
の
基
本
は
、
最
悪
の
事
態
を
考
え

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
突
然
襲
い
か

か
る
「
震
災
」。
日
ご
ろ
か
ら
、
地
震
が

発
生
し
て
か
ら
の
状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

お
く
こ
と
は
、
地
震
対
策
を
行
う
上
で
と

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

地
震
は
、
自
然
現
象
な
の
で
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

「
減
災
」
に
向
け
準
備
を
進
め
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。「
起
き
た
と
き
の
た
め
に
ど

う
す
べ
き
か
」
ま
た
「
起
き
て
し
ま
っ
た

ら
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
を
考
え
、
被
害

を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
た
め
に
、
個
人

や
地
域
、
自
治
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

準
備
に
は
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
次
ペ
ー
ジ
か
ら

詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
時
の
た
め
に

　
　

何
が
で
き
ま
す
か

地域と家族、市の地震対策

市
内
に
３
つ
の
断
層
が
走
る

　

上
の
写
真
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
震

は
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
阪
神

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、

本
市
で
も
、
い
つ
想
定
外
と
も
言
え
る
巨

大
地
震
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
地
震
は
、

海
溝
型
の
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
と
断

層
型
直
下
地
震
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
は
、
静
岡

県
か
ら
西
日
本
に
か
け
て
の
太
平
洋
沖
の

プ
レ
ー
ト
で
発
生
す
る
地
震
で
す
。
こ
の

３
つ
の
地
震
が
連
動
し
て
起
き
た
と
き

に
、
本
市
の
想
定
震
度
は
、
明
智
町
や
串

人　的　被　害 避難者数

死者 重傷者 軽症者 要救助者 建物被害

６人 ２２人 ４５５人 １５人 ６４４人

滞留旅客 帰宅困難者
建物被害

全壊 半壊

６０５人 ６,８９９人 １９８棟 ４９４棟

複合型東海地震で想定される市の主な被害状況

【想定の時間は午後６時】

（県が行った被害想定調査による）

▲城ヶ丘保育園で行われている避難訓練。地震を想定した訓練を全園児対象に行う。

▲地震によって倒壊した家屋。写真は平成７年に発生した阪神淡路大震災のもの

特集

▲市内を走るとされ
る比較的大きな３つの
活断層をイメージした図

（市自主防災隊・運営ガイド参考）

屏風
山断

層

恵那
山断

層

　　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
悲
惨
な
災
害
「
震
災
」。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
震
災
で
起
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
、
真
剣
に
考
え
、
行

動
す
る
時
で
す
。
あ
な
た
の
家
族
や
地
域
で
は
、
地
震
へ

の
備
え
が
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
地
震
対
策
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
す
べ
き
こ
と
を
再
度
、
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

防
災
情
報
課
（
内
線
３
１
６
）
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防災訓練は
９月４日掌
午前8時から

避
難
所
選
定
に
D
Ｉ
Ｇ
訓
練

　

７
月
１０
日
に
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
で
、

長
島
町
永
田
地
区
の
自
治
会
関
係
者
に
よ

る
、
Ｄ※

２

Ｉ
Ｇ
（
災
害
図
上
）
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

「
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
橋
を
渡

る
の
は
危
険
だ
。
で
き
る
限
り
橋
を
渡
ら

ず
に
避
難
で
き
る
場
所
を
探
そ
う
」「
ア

グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
の
向
か
い
の
山
は
、
急

傾
斜
だ
。
災
害
時
に
は
、
近
づ
か
な
い
こ

と
が
大
切
だ
」
な
ど
と
真
剣
な
面
持
ち
で

地
図
上
に
危
険
箇
所
を
次
々
チ
ェ
ッ
ク
。

そ
の
後
、
自
治
会
長
は
、
１
次
避
難
場
所

と
な
る
安
全
な
避
難
場
所
を
選
定
し
ま

す
。
そ
の
過
程
で
も
「
空
き
地
は
、
宅
地

で
も
よ
い
の
か
」「
た
し
か
こ
こ
に
、
家

が
建
っ
て
い
な
い
空
き
地
が
あ
る
は
ず

だ
」
な
ど
と
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
議

論
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
市
内
１３
地
域
で
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
、
Ｄ
Ｉ

Ｇ
訓
練
を
利
用
し
て
避
難
所
の
選
定
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
自
分
の
地
域
の
地
図
を

使
い
、
地
図
上
に
川
や
道
路
、
過
去
に
災

害
が
起
き
た
箇
所
、
現
在
危
険
な
箇
所
な

ど
を
ペ
ン
で
塗
り
つ
ぶ
し
な
が
ら
グ
ル
ー

プ
内
で
議
論
す
る
も
の
。
地
震
発
生
後
を

想
定
し
て
地
域
の
防
災
力
や
災
害
へ
の
強

さ
、
弱
さ
を
認
識
し
ま
す
。

　

今
、
地
域
で
、
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
１
人
で
も
多
く
の
市
民
が
自
分
の
地

市
民
の
取
り
組
み

自
分
で
で
き
る
地
震
対
策

　

不
測
の
事
態
の
震
災
。
地
震
は
、
起
き

た
と
た
ん
、
死
亡
や
け
が
に
結
び
つ
い
て

し
ま
い
ま
す
。
命
が
無
け
れ
ば
、
大
切
な

家
族
や
友
人
、
知
人
を
助
け
る
こ
と
も
守

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
時
は
家
族

全
員
が
一
緒
だ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
、
自
分
自
身
の
命
を
守
る
こ
と
が
第
一

な
の
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
「
正
し
い
知
識
と
備
え
」

は
、
身
を
守
る
一
助
に
な
り
ま
す
。

・
住
宅
耐
震
診
断
を
受
け
、
耐
震
補
強
工

事
を
行
う
。（
市
に
は
無※

１

料
耐
震
診
断
や
約

８０
万
円
ま
で
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
）

・
家
具
の
転
倒
防
止
を
行
い
部
屋
の
出
入

口
に
物
を
置
か
な
い
こ
と
、
風
呂
水
を
た

め
て
お
く
こ
と
な
ど
に
気
を
配
る
。

・
家
の
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
や
ガ
ラ
ス

に
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
っ
た
り
、
ガ

ス
ボ
ン
ベ
を
固
定
し
た
り
す
る
。

・
持
ち
出
し
品
と
置
き
場
所
を
決
め
る
。

・
飲
食
料
は
、
最
低
３
日
分
を
準
備
す
る
。

・
家
族
で
、
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
を
決

め
て
お
く
。

　

今
日
か
ら
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

「
自
助
」
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
隊
で
立
ち
向
か
う

　

人
の
命
に
関
わ
る
救
助
活
動
な
ど
は
、

災
害
発
生
時
か
ら
７２
時
間
以
内
が
勝
負
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震

災
で
救
助
さ
れ
た
人
の
約
９８
㌫
は
、
家
族

や
近
所
の
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

地
域
が
協
力
し
て
互
い
に
助
け
合
う

「
共
助
」。
そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
自
主
防

災
隊
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
た
め
自
主
防
災
隊
は
、
平
時
に
訓
練
を

行
い
、
災
害
時
に
は
公
的
機
関
の
到
着
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
地
域
み
ん
な
で
災
害

に
立
ち
向
か
う
組
織
で
す
。

市
内
の
自
治
会
単
位
の
自
主
防
災
組

織
率
は
、
約
７７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

意
識

域
の
状
況
や
危
険
な
箇
所
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
避
難
場
所
や
安
全
な
避
難
ル
ー
ト

が
理
解
で
き
ま
す
。

ま
ち
の
安
全
を
守
る
消
防
団

　

現
在
、
市
内
に
は
１３
分
団
か
ら
な
る

市
消
防
団
が
あ
り
ま
す
。
団
員
総
数
は

１
２
１
０
人
。
消
防
団
は
、
専
門
職
で
は

な
く
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る

消
防
機
関
。
普
段
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が

あ
る
一
市
民
で
す
。

　

し
か
し
災
害
時
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
救

助
活
動
や
警
戒
巡
視
を
行
い
生
命
や
身

体
、
財
産
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
、
防
災
訓
練
な
ど
地
域

と
連
携
し
た
現
場
活
動
訓
練
や
救
命
講
習

の
受
講
な
ど
応
急
処
置
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

普
段
は
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
や
お
兄
さ

ん
が
、
災
害
時
に
は
頼
れ
る
「
ま
ち
の
守

り
人
」
に
な
り
ま
す
。

防
災
訓
練
へ
参
加
を　

　

地
域
で
行
う
防
災
活
動
で
、
中
心
的
な

も
の
に
市
の
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
で
は
、
地
域
が
中
心
と
な
っ

て
１
次
避
難
所
に
集
合
し
た
人
の
リ
ス
ト

を
作
成
し
ま
す
。
災
害
時
に
は
、
こ
の
リ

ス
ト
を
基
に
、
自
主
防
災
隊
や
消
防
団
な

ど
が
不
明
者
の
捜
索
や
救
助
を
行
い
ま

す
。
こ
の
避
難
者
の
情
報
が
、
災
害
時
に

は
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

年
に
１
度
の
防
災
訓
練
に
、
皆
さ
ん
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

身近な災害予防

・食料（かんパン、飲料水、缶切り、紙皿など）
・携帯ラジオ、懐中電灯、予備の電池
・医薬品（ばんそうこう、傷薬、包帯、胃腸薬、鎮
痛剤など）
・免許証、健康保険証、各種権利証書など
・現金（10円硬貨）、預金通帳
・衣類、生活日用品
（衣服、タオル、洗
面用具、下着）
・雨具、軍手、ヘル
メット、防災ずき
ん、マッチなど

▲

長
島
町
永
田
地
区
で
行
わ
れ
た
Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練

※２ ＤＩＧ訓練＝ Disaster Imagination Game の略。誰もが参加できる簡易な災害図上訓練 ※１ 問い合わせ＝都市整備課（内線２４１）

共助

自助

宮城県への災害救援ボ
ランティアに２度参加。

棚橋俊季さん（長島町）

インタビュー

　

多くの人が支援を行って
いる中で、私も、何かした
いと思い参加しました。
　私たちの作業は、主に泥
とがれきの撤去。知らない
人 た ち と 一 つ の 目 的 に 向
かっての作業です。私自身、
充実感もあり、刺激も受け
ました。被災地の方の「あ
りがとう」の言葉も励みに
なりました。
　いざというときには、互
いに支え合う関係が大切と
感じました。

互いに支え合う関係が大切

【主な持ち出し品一覧】
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　市では、市内１５カ所に保管してある
防災備品を、緊急時に皆さんが取り出
して使用できるよう順次、鍵を自治会
長などに預けていきます。
　　　　　《主な防災備品》
・簡易トイレ１７５基、毛布５,２８９枚
・油圧ジャッキ４６個、鉄線切４３本、
バール１８２本、スコップ１８４本、
土のう袋１５,５５０枚 
・ミネラルウオーター４９２本、
アルファ米９,２００食
・投光器４０台、非常用ろうそく
８００本
・防じんマス
ク３００個、
三角巾２４０
枚など

通
じ
て
受
け
付
け
て
お
り
、
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。
主
に
、
災
害
の
事
前
準
備
に

よ
る
減
災
対
策
方
法
や
防
災
に
関
す
る
各

種
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
防
災
の
教
育
や

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
習
設
備
を
核
に
、
日
ご
ろ
か
ら
市
民

へ
防
災
意
識
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
な
ど
耐
震
化
が
完
了

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
学
校
な
ど
で
は
、
地
震
に
向

け
た
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
幼
・
保
育
園
で
は
、
地
震
な
ど

を
想
定
し
て
、
毎
月
、
避
難
訓
練
を
実
施
。

地
震
発
生
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
な
い
よ
う
に
避
難
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
末
に
は
、
市

内
の
幼
・
保
育
園
と
小
中
学
校
４０
校
全
て

の
校
舎
で
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
地
震

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
準
備
を
整
え
て

い
ま
す
。

協
働
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

　

地
域
で
行
う
防
災
活
動
を
効
果
的
に
行

う
た
め
に
、
市
防
災
研
究
会
と
協
働
で
「
市

防
災
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
て
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
平
時
に
は
地
域

の
防
災
訓
練
や
研
修
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、災
害
時
に
は
、救
援
救
護
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
の
防
災
活
動
の
中
心
と

な
る
方
で
す
。

　

内
容
は
、
市
で
起
こ
り
う
る
災
害
や
、

災
害
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
立
ち
向
か
う
力
を

身
に
付
け
る
な
ど
、
防
災
全
般
を
講
義
や

実
技
を
交
え
て
学
び
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
は
３６
人
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

防
災
意
識
の
普
及
と
備
蓄
品

　

普
段
か
ら
地
震
に
備
え
、
市
民
へ
の
防

災
意
識
の
普
及
と
非
常
時
を
想
定
し
て
備

蓄
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、

市
内
の
各
地
域
に
、
右
の
と
お
り
食
料

や
毛
布
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。食
料
は
、

９
２
０
０
食
を
用
意
し
、簡
易
ト
イ
レ
は
、

１
７
５
基
。
毛
布
は
、
約
５
３
０
０
枚
を

備
え
て
い
ま
す
。
先
の
震
災
で
は
、
こ
の

備
蓄
品
か
ら
、
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
を
東
北

の
相
馬
市
な
ど
へ
送
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
市
民
が
防
災
を
学
べ
る
「
学
習

施
設
」
を
、
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
整

備
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
年
間
を

地
震
に
備
え
る

準
備

災
害
時
は
対
策
本
部
を
設
置

　

市
で
は
、
震
災
に
備
え
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
で
も
災
害
対
策
本
部
は
、
市
の
災
害

対
策
の
中
心
的
な
組
織
と
な
り
ま
す
。
市

内
で
震
度
５
強
の
地
震
が
起
こ
る
と
市
役

所
会
議
棟
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

市
長
が
災
害
対
策
本
部
長
と
な
っ
て
、
市

の
職
員
全
て
を
招
集
し
て
、
災
害
の
対
応

に
当
た
り
ま
す
。
被
災
し
た
地
域
の
振
興

事
務
所
に
は
、
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
な
ど
、
全
庁
的
に
対
応
す
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
震
度
４
以
上
を

観
測
し
た
と
き
は
、
警
戒
本
部
を
設
置
し

て
、
関
係
各
課
の
職
員
が
情
報
の
収
集
や

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
箇
所
の
警

戒
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
他
市
で
は
、
毎
年
、
関
係
各
課
に

よ
る
実
動
的
な
訓
練
を
防
災
訓
練
で
行
っ

た
り
、
職
員
を
緊
急
に
招
集
す
る
非
常
参

集
訓
練
を
行
っ
た
り
し
て
、
職
員
の
災
害

へ
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

広
域
連
携
の
体
制
を
準
備

　

市
で
は
、
先
の
災
害
の
よ
う
に
市
の
み

で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
近
隣
自
治
体

や
県
、
国
と
協
力
し
て
対
応
す
る
体
制
を

整
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
重

要
な
の
は
、
人
命
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
県
や
岐
阜
大
学
と

連
携
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
い
救
急
患

者
の
搬
送
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
災
害
を
想
定
し
て
、
緊
急
へ
リ

ポ
ー
ト
と
し
て
市
内
１９
カ
所
を
指
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
草
刈
り

な
ど
の
日
常
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
非
常
時
に
は
、
車
を
乗
り
入
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

市が行う予防策

486

359

N

408

408

411

410

407

394

413

407

406

412

68

72

70

72

68

33

33

11

20

20

101

403

109

405

68

66

6

3

7

7

いい
ばま

ごく
らく

公助

施設名 地域

１ 飯地小学校 飯地

２ グリーンピア恵那跡地 中野方

３ 恵那北中学校 笠置

４ 中部大学研修センター 武並

５ 恵那総合庁舎 長島

６ 阿木川公園広場 長島

７ 恵那病院へリポート 大井

８ 阿木川ダム土捨て場 岩村

９ 岩村緊急離着陸場 岩村

１０ 飯高観音 1（グラウンド） 山岡

１１ 飯高観音２（駐車場） 山岡

１２
田代（田代コミュニティ
消防センター）

山岡

１３
AF 場外離着陸場

（旧パラプレーン飛行場）
山岡

１４ 千畳敷グラウンド 明智

１５ 東方センター 明智

１６ 飯田洞（飯田洞ダム付近） 上矢作

１７ 上矢作山村広場駐車場 上矢作

１８
ささゆりの湯１

（ささゆりの湯第２駐車場）
串原

１９
ささゆりの湯２

（マレットゴルフ場横駐車場）
串原

▲武並小の耐震化工事が市内最終となる

▲

県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
市
立
恵
那
病
院
、
市
消
防
本
部
が
連
携
し
て
の
患
者
搬
送
訓
練

▲

包
食
袋
で
の
炊
き
出
し
訓
練

●防災ヘリ離着陸場の一覧●

市が管理する主な防災備品

東野

大井町

長島町

笠置町

中野方町

飯地町

武並町

三郷町

岩村町山岡町

明智町

串原

上矢作町

⑬

⑤

⑮

⑩

⑦

③

⑪

⑧

⑱

⑰

⑯
⑭

⑫

⑨

⑥
④

②

⑲

①
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避
難
は
冷
静
さ
が
大
切

　

し
っ
か
り
と
地
震
の
準
備
を
行
っ

て
も
突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
に
は
、

誰
も
が
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
に
大
切
な

こ
と
は
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ

と
で
す
。
ま
ず
は
自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

　

地
震
が
発
生
し
た
ら
、
自
分
の
身
を
守

り
、
そ
の
後
に
、
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
電

気
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
っ
て
、
非
常
持
出
品

を
手
に
避
難
し
ま
す
。
ガ
ラ
ス
な
ど
が
、

飛
び
散
っ
て
い
る
の
で
、
靴
な
ど
で
足
を

守
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
正
確
な

情
報
を
得
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
が
学
校

な
ど
に
い
れ
ば
迎
え
に
行
き
、
家
を
空
け

る
場
合
は
、
行
き
先
を
書
い
て
、
目
立
つ

場
所
に
残
し
ま
す
。数
時
間
の
う
ち
に
は
、

自
主
防
災
隊
長
か
自
治
会
長
へ
安
否
と
被

害
の
状
況
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
場
所
は
、
地
域
で
定
め
た
１
次
避

難
場
所
で
す
。
家
に
住
め
な
け
れ
ば
、
市

指
定
の
２
次
避
難
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

正
確
な
情
報
を
収
集
す
る

　

緊
急
地
震
速
報
は
、
最
大
震
度
が
５
弱

以
上
と
推
定
さ
れ
た
場
合
に
、
各
家
庭
の

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
サ
イ
レ
ン
音
が
流

れ
ま
す
。
こ
の
速
報
は
、
震
源
地
の
観
測

デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
各
地
の
揺
れ
の
到

着
時
間
や
震
度
を
推
定
し
て
、
可
能
な
限

る
と
い
う
も
の
。

　

本
年
度
の
防
災
訓
練
で
は
新
た
に
選
定

し
た
避
難
場
所
に
避
難
し
て
、「
本
当
に

こ
の
避
難
場
所
で
安
全
な
の
か
」
を
皆
さ

ん
に
検
証
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
検
証
の

結
果
は
、
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
も
反
映

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、「
行
動
に
移
せ
て

こ
そ
の
計
画
で
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
、

防
災
会
議
で
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
観
点
で
防
災
行
動
計
画
の
作
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

り
素
早
く
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ

の
速
報
を
聞
い
た
ら
、
直
ち
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
活
用

　

大
規
模
災
害
が
起
き
る
と
、
家
族
な
ど

の
安
否
確
認
で
電
話
が
つ
な
が
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
災
害
時
の
安
否
確
認
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

「
１
７
１
」
や
各
携
帯
電
話
会
社
の
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
１
７
１
」
は
、
毎
月
１
日
、
１５
日
が

体
験
日
。
使
い
方
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、「
録
音
は
１
」、

「
再
生
は
２
」
を
選
ぶ
。

②
被
災
し
た
人
の
自
宅
の
電
話
番
号
を
市

外
局
番
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
録
音
し
た
り
聞
い
た
り
し
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
ら

避
難

計
画
を
見
直
す

検
討

想
定
を
大
幅
に
変
更

　

市
で
は
、
現
在
、
医
師
会
や
市
自
治
連

合
会
、
恵
那
警
察
署
、
中
部
電
力
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
メ
ン
バ

ー
と
し
た
防
災
会
議
で
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
行
政
関
係
者
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
方
々
か
ら
も
「
想
定

外
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
、
対
策
を
講
じ
る

べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
年
度
、
最
大
震
度
７
が
市

内
全
域
を
襲
っ
た
場
合
の
被
害
を
想
定
し

て
、
県
の
防
災
計
画
な
ど
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
直

す
主
な
項
目
は
、予
防
対
策
や
応
急
対
策
、

復
旧
対
策
で
す
。

　

予
防
対
策
の
中
に
は
、
避
難
場
所
の
見

直
し
や
変
更
な
ど
、
直
接
、
皆
さ
ん
に
影

響
が
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
自
治
会
で
決
め
て
い
る
１
次
避
難

場
所
、
市
の
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
２
次

避
難
場
所
を
防
災
訓
練
ま
で
に
選
定
す

万全の準備体制
緊急の行動方法

防災情報課

門野幸次朗課長

インタビュー

　

東日本大震災を受け、
市の防災計画を一から見
直しています。想定外の
対応も考えていきます。
　東海地震や東南海地震
が発生する確率が高いこ
とから、地域の皆さんと
これからの対応をしっか
り考えていかなければな
りません。
　本市の安心、安全につ
ながるような計画にし、
災害に強いまちづくりを
進めていきます。

災害に強いまちづくりを

▲防災計画の重点項目「家具転倒防止」についての説明を受ける（明智町）

現実検証

▲防災会議では各分野の視点で防災を議論

▲

恵那北小学校で行われた防災訓練
で災害用伝言ダイヤルの使い方を学ぶ

●頭を何かで守る

●揺れたら動かない

●電気やガスを確認

●屋内でも靴を履く

●みんなで避難する

●原則、歩いて避難
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